
PHR協会 IHMS委員会議事録（案）
日時：2017年12月14日（木）15:00 – 17:00　場所：日立製作所品川会議室　＋　Web会議
出席者：　藤井田、鈴木淳夫、篠田、大林、森口記
Web側：毛利（淳風会）、村山（京都工場）、細羽、（順不同・敬称略）
１． 議事（以下、鈴木司会）
（1） 10月24日の議事録案を確認した（全員）。
（2） 2月15日のPHR協会の講演会について、事務局よりアナウンスがあった。（講演会案内）
（3） 事務局（森口）からの連絡・報告事項：

事務局より11月22日の神戸での「拡大推進委員会」にて行われた議事メモを提示・確認した。
参考資料：「11月22日PHR協会拡大戦略委員会（第2回）議事メモ
（4） 統合健診システムの動作確認結果の確認事項について
1 大林から提出され、毛利対応分、村山対応分（本日確認）　を確認結果
淳風会は、大林に対して、現在のCDA（JAHIS－に合わせるよう提出したが、今後、全健協は、京都工場保健会フォーマットで出す予定のため、そちらに合わせたい。

→　相違点は、間接撮影・直接撮影種別　等　他、４～５ある。

2 織田分　について、確認する手段を検討結果
織田からのデータを毛利に送ったが、大林との調整が必要と判明。
大林は、①②について、数日中にリポートを提出することになった。
（大林）織田のデータは、現在６割程度まずい。CSVデータの解釈が複数ある可能性あり。京都・岡山と比べて欠けているデータがある。
3 ＭＦＥＲ　ＣＤＡについて、佐藤（フクダ）・大林で議論し、以降、佐藤の側から疑問点を出すこととして、大林宛連絡する。（できる限り、議論は公開する。）
佐藤の検討結果は下記であった。（欠席のため、12月13日にメールにて回答）
　　　　大林2017．8.24提出の「CDA変換サービス補足仕様（画像波形データ仕様）」　
資料のP.3～5を確認した。
【異なっている点】

１２誘導心電図計測値.ＱＴｃＦ時間の参照先のコードはFKD_FQTC

１２誘導心電図計測値.RV5の参照先のコードは9998-2

不整脈心電図.ＱＴｃＦ時間の参照先のコードはFKD_FQTC　　　　　　　になる。
【疑問に思った点】

P.5で、それ以前のところのパスには[@code="MFER0102FKD03"]

が入っていたが所見情報以降の箇所に入っていない。同じレベルだと思いますので

どちらかに統一されるべきと想像します。

大林は、③について、数日中にリポートを提出することになった。
（5） 今後のIHMS委員会の検討課題について。
11月22日の拡大戦略委員会を皮切りに「テーマ：PHR協会の今後の活動プランの確立についての議論をこれから開始した。IHMS委員会においても、統合健診システムの上記の検討を終えたのち、そのフォローを行う。
　　
1 統合健診システムの今後の大きな課題
日医総研では、HL7とISO13606のサポートを検討している。PHR協会での検討結果は羽医されていない。
ISO13606の進捗の調査が必要。

米国では、FHIR（fireと発音）の検討が2015年より行われている。
注：HL7協会の高定氏の資料より
FHIR（Fast Healthcare Interoperability Resource) Version1.1 (DSTU R2：2015年9月) 

-（「Fire」と発音）高速医療相互運用性リソースは、臨床概念を表す「リソース」のセットを定義する。リソースは、単独で管理し、あるいは複雑な文書に集約することができる。 

-技術的には、FHIRは、Web用に設計されている。オープンなインターネット標準は、データ 表現に使用される。リソースは、各リソースが予測可能なURLを持つHTTPベースの RESTfulなプロトコルで、単純なXMLまたはJSON構造に基づいている 

-従来のV２、V3の規格をベールとしてリソースを活用し、メッセージは、最大公約数の8割程度をカバーし、残りは各サイトのEXTENTIONとして追加 -米国では、Meaningful Use stage 2のベースとなる標準となっている。EUでは、英国、オランダがFHIRを採用してプロジェクトを推進。
2 PHRに関する認証に関して
JAHISでも、PHRの普及のためにはこれに関する何らかの検討が必要という意見がある。
IHMS委員会でＰＨＲのビジネススキーム概要を検討することとなった。
認証の在り方とともに、メリットの検討も必要
次回は、1月25日（木)15時～17時　　それ以降も、下記とする。
追記：今後のIHMS委員会の会議は、下記で行う予定です。
　2018年 1月25日(木) 15:00～17:00　MeetingRoom 1（10名）

　2018年 2月26日(月) 15:00～17:00　MeetingRoom 1（10名）

　2018年 4月12日(木) 15:00～17:00　MeetingRoom 1（10名）

なお、2月15日は、同じフローの大会議室で、PHR協会講演会を行う。
 　確保可能場所：JR品川イーストビル　２０Ｆ　
　　　　[住所]東京都港区港南二丁目18番1号

 　　　　[URL]http://sasp.mapion.co.jp/b/hitachi/info/BA850354/?view=r　
―以上―

